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医 療 安 全 カ ン フ ァ レ ン ス を し て み よ う‼ 

 みなさんから提出されたインシデント報告を確認していると『これは大きな事故の一歩手前だな…』

や、『同じようなインシデント報告が続いているな…』と感じる事があります。また『こんなことにも気づ

いてくれている…』『当事者が報告するだけではなく、他の部署が気づいて報告してくれている』と感じ

る事も多くなっています。このように様々な場面でのインシデント報告を部署ではどのように扱っていま

すか？報告者だけが対策を書いて提出される場面も多いとは思いますが、『これは大きな事故の一歩

手前だな…』や、『同じようなインシデント報告が続いているな…』の様な内容の報告はぜひカンファレ

ンスをしてみてはどうでしょうか？医療安全のカンファレンスの目的は 

情報共有、ミスを未然に防ぐ、又スタッフの育成などがあげられます。 

特に情報共有においては、多職種で行う事で患者さんを多角的に評価 

でき、様々なインシデントやアクシデント防止に繋げる事も出来ます。 

どんな形でもみなさんで話し合ってください。 

研修について 

★e-ラーニング研修、現在の受講率は４０％台となっております。締め切りまで残り約 1 か月となりま

した。計画的に受講していただきます様よろしくお願いいたします。 

★BLS研修参加申し込みの閉めきりも近づいています。特に事務部門の方提出お願いいたします 

 

 

                               今年度医療安全の取り組みとして、各部署に『KYT 

活動』をお願いしています。今回なぜ KYT 活動に注

目したかというとい医療安全だより 2 号でもお知らせ

しましたが、『危険を、危険と気づく感受性を高める』

と言った目的があり、みなさんにたくさんの気づきをイ

ンシデント報告として提出していただきたいとの思い

があったからです。今年度の院内全体のインシデント

報告件数は昨年度より伸びておりますが、まだまだ

気づきが少ない部署もあります。「分かっているけど 

忙しくて…」は残念ながら理由にはなりません。忙しいのはどの部署も同じなので、たくさんの危険に

気づき向き合っていく事で大きな事故を回避します。ぜひ頑張って取り組んでください。 

★KYT活動締め切りは 9月 5日（金）です★ 
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KYT活動進んでいますか？ 


